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デザイン：阿部緋奈乃

パルテノン多摩展
2016 年 11 月 11 日 ( 金 )
            ～11 月 20 日 ( 日 )
            (15・16 日は休館 )
10:00～18:00
( 最終日は 17:00 閉場 )
多摩市立複合文化施設
パルテノン多摩
特別展示室

美術    あいまいなパラダイム
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お問い合わせ：多摩美術大学美術学部芸術学科研究室　
〒192-0394 東京都八王子市鑓水 2-1723　
E-mail tamavivant2016@gmail.com　
TEL 042-679-5627　FAX 042-679-5649
twitter@tama_vivant2016
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京王線・小田急線・多摩モノレール
多摩センター駅下車　徒歩５分
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4　 Whooops! 見聞記 

　　　菊池寛実記念 智美術館「The Power of Colors」展
　　　／実験と経験の果てに現れる「色彩のちから」を見る 
　　　森美術館「宇宙と芸術展」
　　　／芸術に宇宙の謎を解く鍵はあるのか 

10　 Whooops! 考

　　　洋服と和服の境界線を考える 

11　 OG 便り　

　　　安部未来さん（木下大サーカス団員） 

12　特集「童画」 

　　　童画の誕生をめぐる展覧会に出かけてみた 
　　　ミロコマチコの絵本に見る「童画」の力 
　　　コラム：飛び出した童画 

16　TAMABI REPORT 
　　　上坂真人さん／写真雑誌『IMA』の目指す
　　　「健全なアートマーケット」とは 

17　Whooops! 鑑賞記 

　　　「死体解剖医ヤーノシュ」（DVD）
　　　／ある死体解剖医の日常を追うドキュメンタリー 

18　面白まんが 

19　芸学ヴィジュアルコンテスト 2016 秋　結果発表！ 

（上）「宇宙と芸術展」（森美術館展示風景 ) → P.06

（下）木下大サーカス公演風景（撮影＝遠藤菜摘）→ P.11
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Whooops! について 

 

本誌を手に取っていただき、ありがとうございます。誌名「Whooops!」は、「あ 

っ！」という驚きを表しています。あなたの中で何かが弾けてほしい、刺激

的な日々を送ってほしい。そんな思いを込めて制作しました。

お読みいただくうに小さな「あっ！」が生まれてくれますように！ 
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　菊池寛実記念 智美術館に入り、
円弧を描く螺旋階段を降りた。まず
目に入ったのは、やや奥の方に展示
されていた三代徳田八十吉の九谷
焼の作品。黄色から群青へのグラ
デーションが、中央から光が広がっ
ていくような鮮やかさを見せてい
る。これは本当にやきものなのか、
と思わず立ち止まって考えてしまっ
た。右を向くと、そこには加藤委の

《Freeze Flame》が静かに光を浴び
ている。白い磁器の肌はそこにか
かった釉薬が発する水色も合わさっ
て氷のような冷たさを思わせるが、
荒々しく削がれたこの磁器特有の先
端の鋭さは、むしろ炎の舌先がチロ
チロと揺らめいているかのように感
じさせた。グラデーションが鮮やか
な徳田の作品と、炎の舌先がちらち
らと見えながらも涼やかな加藤の青
白磁。どちらも、この展覧会のタイ
トルである「The Power of Colors 
色彩のちから」という言葉に惹かれ
て訪れた人々に強い印象を与えるに
違いない。
　この展覧会では、菊池寛実記念 
智美術館の創立者である菊池智さん
が 1900 年代の後半期に集めたコレ
クションから、陶磁器の色彩の魅力
に着目して選んだ 55 点の作品を展
示している。展示空間は 3 つの展示
室に分かれており、それぞれ異なる
テーマが与えられている。
　徳田の作品の右手に開いている通
路を通ると第１室。陶磁器の持つ色
そのものに着目した部屋である。赤
い土、コバルトの青色、酸化銅によ
る釉薬の透明感のある緑など、展示
室はさまざまな色であふれている。
ひと際目を引くのが、入り口から見
えた作品の作者である三代徳田八十
吉のもう一つの作品《燿彩鉢＜黎明
＞》である。大きな丸い鉢の表面に、
白から黃、そして群青へと変化する
グラデーションが表れている。興味
深いのが、中央部分が一際色が濃く
なっていること。同館学芸員の高田
瑠美さんによると、絵の具を塗った
陶磁器を焼く時にはその絵の具に適
した 700 ～ 800 度で焼くのが普通と
されているが、徳田はこの作品を
1000 度以上の高温で焼いたらしい。
そのため絵の具の一部が溶け、鉢の
中央に流れてたまった結果、このよ
うに深い色が表れたというのだ。さ
らに、この作品を展覧会のポスター
に載せるために撮影をしたところ、

作品の下半分に深い赤紫が差し込ま
れているのが分かったという。徳田
は大の海釣り好きだった。そのエピ
ソードを聞いた後に再び作品と向き
合うと、美しい色の帯の数々が、黎
明の空と、そのわずかな光を受けて
輝く海の姿のように見える。
　第２室に入ると、カラフルな色彩
にあふれた第１室とは違った雰囲
気、そして色合いを感じる。ここは

「色絵」がテーマである。色絵とは
その名の通りさまざまな色の絵の具
で彩られたやきもののことだ。やき
ものの表面にはカラフルな虫や花や
鳥が描かれている。多くは、藤本能
道の作品だ。藤本は、本来は釉薬を
掛ける下地作りの段階で色の付いた
釉薬によって絵を描く「釉描加彩」
という技法を編み出した人物であ
る。本体を焼き上げた後、さらにそ
の上に絵の具で描く技法と組み合わ
せることによって、独特の奥行きを
持つ表現が生まれている。また藤本
は、表面に絵付けをするための絵の
具が最もよく映えるように、さまざ
まな種類の釉薬を作り出した陶芸家
でもある。《霜白釉釉描色絵金彩花
と虫図六角大筥》の下地には、「霜
白釉」という藤本が独自に作った釉
薬が使われている。藤本が開発した
釉薬の白にはたくさんの種類がある
が、その中で「霜白釉」に含まれる
バリウムは古来から使われている赤
色の釉薬である辰砂釉の反応を助
け、鮮やかな赤の発色に一役買って
いるという。赤い花と金色の虫のま
るで爆発しているかのような鮮やか
さは、このような実験によって作り
出されていたのだ。
　第２室を抜けると、壁に写真家の
六田知弘による那智の滝を写した大
きな白黒写真。その手前に深見陶冶
の青白磁による作品《蒼き狼》があっ
た。ここが第３室である。深見の作
品の前に立って２つの作品を視野に
収めると、《蒼き狼》が六田の滝と
一体となって流れ落ちている一瞬が
目の前に立ち現れているように感じ
た。しかし、この２つの作品に全く
違うイメージを想像している人もい
るかもしれない。それどころか、今
この部屋に立っている自分と明日こ
の部屋で同じ光景を見る自分が、必
ず同じイメージを抱くことができる
とどうして言えようか。そのことに
気づいた時、高田さんが言ってい
た「やきものの色はどれだけ経験が

あったとしても、実際に焼いてみな
ければわからない。一番いい色が出
るまでに何百個も焼き続ける陶工も
いる」という言葉を思い出した。作
家たちが追い求めた色を、どう受け
とめればいいのか。「The Power of 
Colors 色彩のちから」展は、陶磁
器の豊かな色彩の世界を見せてくれ
るだけでなく、色彩とじっくり向き
合う場を提供してくれる。今見てい
る世界にあふれる色に対して新たな
視点を持つ機会をも与えてくれるの
ではないだろうか。

取材・文・レイアウト＝増田啓志
写真提供＝菊池寛実記念 智美術館

　 東 京 ・ 虎 ノ 門 の 菊 池 寛 実 記 念  智 美 術 館 で 、「 T h e  P o w e r  o f  C o l o r s  色 彩 の ち か ら 」 展 が 開 催 さ れ て い る 。 や き
も の の 色 彩 に 注 目 し た こ の 展 覧 会 は 、 色 彩 の ち か ら を 明 ら か に し な が ら 、 同 時 に あ る 問 題 を 提 起 し て い る の で は な い
か と 感 じ た 。

実験と経験の果てに現れる「色彩のちから」を見る

加藤委《Freeze Flame》
（1993 年、58.5 × 29㎝　撮影＝尾見重治、大塚敏幸）

藤本能道《霜白釉釉描色絵金彩花と虫図六角大筥》
（1990 年、32 × 36.6㎝　撮影＝尾見重治、大塚敏幸）

Whooops! 見聞記

「The Power of Colors 色彩のちから」展
2016 年８月６日～ 12 月４日、菊池寛実記念　
智美術館（〒 105-0001 東京都港区虎ノ門 4-1-35
　西久保ビル B1F）



実験と経験の果てに現れる「色彩のちから」を見る

三代德田八十吉《耀彩鉢〈黎明〉》（1986 年、径 45.6㎝　撮影＝尾見重治、大塚敏幸）
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Whooops! 見聞記

Whooops! 見聞記 芸術に宇宙の謎を解く鍵はあるのか
　 森 美 術 館 で 「 宇 宙 と 芸 術 展 ： か ぐ や 姫 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ 、 チ ー ム ラ ボ 」 が 開 か れ て い る 。 曼 荼 羅 や 日
本 刀 も あ れ ば 、 部 屋 全 体 で 楽 し む 映 像 作 品 も あ る 。 は た し て 、 宇 宙 の 謎 を 解 く 鍵 を 芸 術 が 持 っ て い る
の か 。 同 館 ア ソ シ エ イ ト ・ キ ュ レ ー タ ー の 椿 玲 子 さ ん に 話 を 聞 き つ つ 、 会 場 を 歩 い た 。
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チ ー ム ラ ボ ≪ 追 わ れ る カ ラ ス 、追 う カ ラ ス も 追 わ れ る カ ラ ス 、そ し て 衝 突 し て 咲 い て い く – L i g h t  
i n  S p a c e ≫ 展 示 風 景 （ * ）。 天 井 を 除 く 壁 や 床 に 映 像 が 映 さ れ 、部 屋 の 内 部 に 作 り 出 さ れ た 宇 宙
を 白 い 鳥 が 縦 横 無 尽 に 飛 び 回 る 。 同 展 カ タ ロ グ に よ る と 、 白 い 鳥 は ヤ タ ガ ラ ス だ と い う

展覧会情報

「宇宙と芸術展：かぐや姫、ダ・ヴィンチ、チームラボ」
2 0 1 6 年 7 月 3 0 日～ 2 0 1 7 年 1 月 9 日  
森美術館（東京・六本木）
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　東京・港区の森美術館で「宇宙
と芸術展：かぐや姫、ダ・ヴィン
チ、チームラボ」が開かれている。
芸術は宇宙をどう表現しているの
か。あるいは宇宙の謎を解く鍵を
芸術が持っているのか。興味をふ
くらませ、足を運んだ。 
　展示作品数は約 200 点。「人は
宇宙をどう見てきたか ?」「宇宙
という時空間」「新しい生命観―
―宇宙人はいるのか？」「宇宙旅
行と人間の未来」の４部構成だ。 
　最初の展示室に、静かな佇まい
を見せる作品があった。北山善夫
の《この世界の全死者に捧ぐ》だ。
黒い画面に白い点や線で星々や銀
河が描かれている。白い点は顔を
近づけて見なければならないほど
小さく、クリームがかった白や暗
い宇宙に溶けてしまいそうなほど
薄いもの、逆にはっきりと描かれ
たものなどさまざまだ。宇宙の星
がすべて違いを持つ存在であるこ
とがわかる。 
　それにしても、なぜ《この世界
の全死者に捧ぐ》という謎めいた
題名がついているのか。この作品
の宇宙は普段テレビなどで見る宇
宙とは違うのではないか。そんな
ことをぼんやりと考えながら歩を
進めた。同じスペースに、仏教の
世界観を表す《両界曼荼羅》や国
友藤兵衛重恭が 1836 年に制作し
た《反射望遠鏡　銘一貫斎眠龍能
当（花押） 》、さらにその望遠鏡
で観測した月を描いた《月面観測
図》、岡吉国宗が隕鉄で作った《流
星刀》などが展示されている。 
　ある作品が目に留まった。17

世紀の《熊野観心十界曼荼羅》で
ある。人の背丈ほどの画面の中央
には心という字があり、一番上方
には人間の一生を描いた老いの坂
道がある。その坂道の下には、仏
や天女、悟りを開いた僧侶が住む
極楽、さらに下には鬼や四悪道（地
獄・餓鬼・畜生・修羅）に落とさ
れた人々のいる地獄の風景、すな
わち死後の世界が表現されている
のだ。なぜ時代を大きく縦断した
作品が同じ展示室にあるのか。展
覧会を企画した同館アソシエイ
ト・キュレーターの椿玲子さんに
理由を聞いた。 
　「『人は亡くなったら星になる』
という考え方があるように、宇宙
と死後の世界はつながっていると
する考え方がある。北山善夫さん
の作品もそうだが、《熊野観心十
界曼荼羅》には仏の世界とともに
人間の世界も描かれている。つま
り、どんなに科学が発達しても、
神話や宗教の育んだ世界観は重要
であり、また最新の宇宙像とそう
した宇宙観は繋がっている所もあ
るのではないか。それが展示の根
底にあるのです」 
  後日展覧会カタログを読むと、
北山善夫の《この世界の全死者に
捧ぐ》について椿さんは次のよう
に記していた。 
　「この宇宙では、人々の魂が消
えたり、生まれたり、参集したり
するようにも見え、仏教やヒン
ドゥー教に見られる輪廻転生をも
想起させる」 
　北山にとって宇宙を描くことは
死後の世界を描くことだったのか

と納得した。 
　「新しい生命観――宇宙人はい
るのか？」の展示スペースで、奇
妙な作品が目を捉えた。パトリシ
ア・ピッチニーニの《ザ・ルー
キー》。黄土色の芋虫をひっくり
返し、人間の赤ん坊の手足と顔を
付け、所々に毛が生えたような外
見の生命を表した立体作品だ。近
づけば近づくほど、赤ん坊のよう
な目、皮膚のしわや筋、背中の産
毛など、あまりにも人間っぽいと
ころが見えてくる。何とも生々し
い。遺伝子工学によって生まれた
生物だとされているが、アーティ
ストの想像力と再現力に舌を巻く
と同時に、宇宙人もきっと地球人
と同じように命を大切にし、懸命
に生きようとしているのだろうか
などと夢想した。 
　「宇宙旅行と人間の未来」の展
示スペースで一際目を引いたの
が、トム・サックスの《ザ・クロー
ラー》。紙や木、金属製のフレー
ムで打ち上げる前のスペースシャ
トルと打ち上げるための移動式の
台を制作し、作品として見せたも
のだ。スペースシャトルは、宇宙
旅行の代名詞のような存在だ。し
かしこの作品は、実は打ち上げか
ら 73 秒後に空中分解したスペー
スシャトル「チャレンジャー号」
をモデルにしたという。ただ作品
の姿を見るのと、表現された内容
を知って鑑賞に臨むのとでは、見
え方がまったく違ってくる。宇宙
旅行は希望に満ちたイベントだ
が、未知の世界への旅立ちにはは
かなさが伴うものなのかもしれな

い。 
　出口の間際では、チームラボの

《追われるカラス、追うカラスも
追われるカラス、そして衝突して
咲いていく―Light in Space》で
宇宙を〝体験〟できる。部屋の内
部の四方の壁と床に映像を映し、
宇宙にいるような感覚を味わえる
のだ。壁や床を白い鳥が虹色の線
を描きながら高速で飛び回り、画
面もそれに合わせてめまぐるしく
動く。座り込んで鑑賞すると、ま
るで宇宙に放り出されたような感
覚を覚えた。そのうちにハスの花
が咲き始め、金色の光が滝のよう
にあふれ出る。さらにたくさんの
白い鳥が飛び出し、光景がループ
する。 
　椿さんをインタビューした際
に、展覧会の内容を「ループ」と
いう言葉で説明してくれたのを思
い出し、納得した。 
　「展覧会は宇宙観から始まり、
宇宙旅行で終わる。しかし、最後
に人間は宇宙に出て行って終わる
わけではない。宇宙観と宇宙開発
は密接に関わっており、全ての科
学者が宇宙を『わからないもの』
と思い続ける限り、結局宇宙観の
問題に戻る。だから展覧会もルー
プしています」 

取材・文・撮影 (*)・レイアウト
＝椋田大揮

北 山 善 夫 《 こ の 世 界 の 全 死
者 に 捧 ぐ 》 が 展 示 さ れ た 会
場 入 口 付 近 （ * ） 
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ト ム ・ サ ッ ク ス ≪ ザ ・ ク ロ ー ラ ー ≫ 展 示 風 景 （ * ） セ ミ コ ン ダ ク タ ー ≪ ブ リ リ ア ン ト・ノ イ ズ ≫（ 映 像 作 品 ）展 示 風 景（ * ）

パ ト リ シ ア・ピ ッ チ ニ ー ニ ≪ ザ・ル ー キ ー ≫ 展 示 風 景
（ 写 真 提 供 ： 森 美 術 館 ）

岡 吉 国 宗 ≪ 流 星 刀 ≫ 展 示 風 景 （ * ）

コ ン ラ ッ ド ・ シ ョ ウ ク ロ ス ≪ タ イ ム ピ ー ス ≫ 展 示 風 景 （ * ）
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　 従 来 の ル ー ル や し き た り が 多 く あ る こ と で 、 敷 居 の 高 く な っ て し ま っ た 現 在 の 着 物 文 化 。 着 物 が 高 級 で フ ォ ー マ ル
な も の と な っ て し ま っ た 今 、そ れ を あ え て 打 ち 砕 き 、文 化 を 発 展 さ せ る 試 み を 行 う ブ ラ ン ド 、「 D O U B L E  M A I S O N 」
の 世 界 を 覗 き な が ら 、 洋 服 と 和 服 の 境 界 線 に つ い て 考 え を 巡 ら せ た 。

 本誌の取材に答える「やまと」の矢嶋孝敏会長

　着物会社である「やまと」か
ら 2011 年に誕生したブランド

「DOUBLE MAISON」 は、 着 物
本来の美しさを守りながらも、洋
服的な要素を取り入れたクロス
スタイルテイストだ。その証拠
に、ブランドの中に着物と洋服が
混在するといった、従来の型には
まらないブランドとなっている。

「DOUBULE MAISON」 が 提 案
する服飾の数々はその特徴から一
度見たら忘れられない、独自の魅
力がある。昨今の着物文化に対す
る高級でフォーマルなイメージは
根強く、そんな業界の中でのブラ
ンド設立は意思のあるチャレンジ
精神が感じられる。
　元々 80 年くらい前の日本では、
着物を着て生活することが当たり
前だったことは周知だろう。戦前
の日本にとって、カジュアルな着
物は主流であり、掃除洗濯など人
間の営みを全て着物で行ってい
た。当然、この時代にも絹で出来
た着物は高級品であり、カジュア
ルでリーズナブルなものを日常生
活で使用していたことになる。大
きな変化があったのは戦後だ。日
本の敗戦後、アメリカナイズされ
ていく日本社会で洋服が瞬く間に
広まっていき、失われる着物文化
の生き残る道は、フォーマルで高
級志向になることだったと言え
る。主に結婚式と成人式で使用さ
れるが、フォーマルであれば必要
性が生じ、現在でも意味のある根

強い文化として残っている。それ
によって、個人で買う着物から、
人生の節目に着られる、家族で購
入する高級着物へとシフトチェン
ジして現在に至る。
　このことについて、「やまと」
現会長の矢嶋孝敏氏は「2020 年
きものの森構想」として話をする。
そもそも戦前の着物文化には多様
性があった。それは多種の木々が
集まり四季折々の顔を見せる森の
ようであったが、戦後多様性を失
い、高級着物という杉林へと変化
した。その杉林をもう一度森へと
戻すことが大きな目標だという。
　そもそもどのようにしてブラン
ド設立に至ったのか。そのきっか
けには矢嶋氏のほかにある人物が
大きく関わっている。矢嶋氏は、
以前から洋装化された現代生活に
溶け込むような着物作りの構想
を持っていたという。「DOUBLE 
MAISON」 が 誕 生 す る 以 前 の
2004 年に設立したブランド「な
でしこ」では、既に若年層向けの
リーズナブルかつファッション性
の高い着物作りを行っていたが、
その中で着物本来の美しさやフォ
ルムを生かした着物を作りたいと
考えるようになった。そんな中、
新ブランドの企画を持ち込んだ人
物が、有名雑誌に引っ張りだこで
あるトップスタイリストの大森伃
佑子氏だ。大森氏の提案する、洋
服感覚で気軽に着られる「かわい
い」着物。元々の矢嶋氏が考えて

いた構想と重なったことでブラン
ドが誕生した。
　「DOUBLE MAISON」 の 魅 力
は、なんといっても大森氏の生み
出す世界を 100 パーセント実現し
ていることだろう。提案される着
物は、和柄に留まらずパールやギ
ンガムチェックといった、まるで
洋服のような柄が目を引く。生地
にも大森氏が好きだという、レー
スで作った着物やベルベットを袖
にあしらうなど、「かわいい」を
作るためのこだわりが伺える。一
方で洋服には、スタイリストとい
うハードワークの中でも動きやす
い機能性を備えつつ、女性特有の
エレガンスさをちりばめた大森氏
の私服を参考にすることで、世界
観を作り上げている。同じブラン
ドとして統一性があることで、買
い手のアイデア次第で着物でも洋
服でも楽しめるアイテムが出来上
がっているのだ。
　こだわりはそれだけに留まら
ず、ウェブサイトを見ても明らか
である。ウェブサイトを開くと、
架空のアパートが現れ、そこに住
む女の子たちのクローゼットを覗
くことができる。当然、女の子た
ちは好きなものも性格も違うの
で、クローゼットには各自の好み
にあった着物や洋服が並んでいる
のだ。ストーリーを読んでいると、
まるで自分自身がアパートに住ん
でいる彼女たちになったような気
持ちが楽しめたり、着物や洋服一

つ一つに別の想いが込められてい
ることが伝わって来る。
　「DOUBLE MAISON」 の 着 物
作りには、固定概念を覆すような
斬新さが必要不可欠である。しか
しそれと同時に、着物のフォルム
を変えることはしないという強い
信念が存在する。着物と洋服の違
いと魅力について、矢嶋氏は「フォ
ルムとスタイル」という言葉を
使って教えてくれた。着物は決
まったフォルムを維持しながら、
季節によって着こなし、つまりス
タイルが変化していく。言うなれ
ば、フォルムは１つでスタイルは
無限大に存在する。しかし、洋服
の場合は形の違うアイテムが無数
に存在するが、用途によって違う
フォルムのものを使用することに
なる。フォルムは無数にあるが、
スタイルは１つである。つまり、
寒くなれば着物は厚手の生地に羽
織りになるのに対し、洋服では
シャツからコートへ変化するので
ある。「フォルムとスタイル」と
して着物と洋服を捉えると、同じ
服飾であっても真逆の発想である
ことに気づく。異なった魅力を持
つ着物と洋服だからこそ、橋渡し
的なファッションを提案すること
が「DOUBLE MAISON」の要に
なっている。

取材・文＝小林真弓　
撮影＝代居知己　
レイアウト＝小川敦生

DOUBLE MAISON（ドゥーブルメゾン）

着物小売業の「やまと」とトップスタイリストの大森伃佑子氏が 2011 年から提案してい
るブランド。同ブランドのウェブショップと、なでしこ各店舗で販売中。着物と洋服を

「身につけるもの」という大きな視点をもって従来のルールに制約されない生きたコーディ
ネートを提案する。年齢や時代、場所といった境を超え洋服と着物の垣根から自由になっ
ておしゃれが大好きな永遠の女の子たちの夢を共有するクローゼットがコンセプト。

Whooops! 考

洋服と和服の境界線を考える
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入社数ヶ月でパフォーマンス部に異動

　本誌記者出身のサーカス団員がいる。本学芸術学科を 2013 年
に卒業した安部未来さん（右上写真）だ。営業職で入団したと
聞いていたのだが、わずか数ヶ月でパフォーマンス部に異動、
華やかなパフォーマーとして、世の中にデビューしたのだ。

　ライオンや象の曲芸、空中ブ
ランコ、バイクの曲乗り…。木
下大サーカスはサーカスの伝統
芸の数々を披露しながら、全国
各地を周っている。もちろん芸
の難しさは尋常ではない。究極
の身体能力や猛獣の調教などの
特殊な能力が必要だ。仮に美大
生が世間一般とは少し違った世
界を生きていたとしても、やは
り別の次元の存在のように思っ
ていた。
　2012 年 度、 本 誌「Whooops!」
を制作している本学芸術学科
フィールドワーク設計ゼミのゼ
ミ生だった安部未来さんがそん
なサーカス団への就職を決めた
ことには、少々びっくりした。
とはいえ、それはあくまでも

「少々」だった。営業職に採用さ
れたと聞いたからだ。
　本当に驚いたのは、入団して
２ヶ月後くらいだったと記憶し
ている。「パフォーマンス部に
異動した」というのだ。「ええ

えっ！」という感じだった。サー
カスでパフォーマンス部といえ
ば、花形に違いない。そもそも
人前でパフォーマンスを見せて
お金をいただけるようなプロは、
世の中の一握りの人々である。
在学中に空中ブランコの修行を
していたなどという話も聞いた
ことはなかったし…。
　２、３年後だったろうか、彼
女が出演する公演を見に行った。
曲芸こそしていなかったものの、
鮮やかな踊りを披露していた。
思い起こせば、安部さんは在学
中、「ななこぶらくだ」というベ
リーダンスのサークルに心血を
注いでいた。踊りはその辺りで
もうかなり極めていたのかもし
れない。しかし、それ以上に脳
裏から浮かび上がってきたのは、

「根性」があったことだ。今の
時代にはあまり合わない言葉の
ような気もする。だが、本誌を
作るときでも、とにかく最後ま
で誌面づくりにこだわる。「自分

たちで作る雑誌なんだからさあ」
とほかの学生記者たちを焚き付
ける。当時わずか４人しかいな
かったゼミ室は、いつも最高の
活気を帯びていたのだ。
　パフォーマンス部に異動後の
努力も凄そうである。金属製の
柱につかまって美しいポーズを
繰り広げるポールのパフォーマ
ンスなど、夜な夜な練習してい
て、動画で見せてくれたことも
ある。ポールのコンクールにも
出場し、本選まで残ったことも
ある。最近は空中リングショー
の練習に勤しんでいるそうだ。
こういうエネルギーを目の当た
りにする機会があるのは、教員
の中でも幸運なほうだろうとも
思う。考えてみれば、美とエネ
ルギーの結合は、美大にも馴染
みが深いのではないだろうか。

取材＝笛木一平、小川敦生
文・レイアウト＝小川敦生
撮影＝遠藤菜摘

安部未来さん（木下大サーカス団員）

【公演情報】

木下大サーカス宮崎公演

2016 年 10 月８日〜 12月５日、

イオンモール宮崎特設会場（宮

崎市）

やはりパフォーマンス部に在籍している本学

絵画学科版画専攻出身の佐久間翔さんも木下

大サーカスの同僚とのこと
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特集 童画
　 画 面 い っ ぱ い に 広 が る 不 思 議 な 景 色 や 巨 大 な 怪 物 、 す こ し 甘 酸 っ ぱ い ロ マ ン ス や 本 の 中 で し か 会 え な い 面 白 お か し い
住 人 た ち … 。 一 冊 の 絵 本 に は そ こ で し か 出 会 え な い 生 き 物 や 住 人 、 景 色 や 出 来 事 が た く さ ん 詰 め 込 ま れ て い る 。 そ こ で
欠 か せ な い の が 絵 本 や 童 話 、 童 謡 に 使 わ れ る 絵 だ 。 こ の ジ ャ ン ル の 絵 画 を 指 し て 「 童 画 」 と い う 。 童 画 は い つ 生 ま れ た
の か ? 　 絵 本 に 描 か れ た 童 画 の 力 と は ？
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童画の誕生をめぐる展覧会に出かけてみた 
　 東 京 の 目 黒 区 美 術 館 で 夏 に 開 催 さ れ た 「 童 画 の 国 か ら – 物 語 ・ 子 ど も ・ 夢 」 展 。 展 示 さ れ て い た の は 、 絵 本 や 童 話 、
童 謡 の 本 に 使 わ れ て い る 「 童 画 」。 幼 少 の 頃 を 思 い 出 し 、 わ く わ く し な が ら 「 童 画 の 国 」 を 探 訪 し た 。

  8 月下旬、東京・目黒の目黒
区美術館で開かれていた「童画
の国から - 物語・子ども・夢」
展を訪ねた。絵本や童話、童謡
などの書籍の挿絵が展示されて
いた。作者は、大正から昭和に
かけて絵雑誌『コドモノクニ』
などの雑誌や童話集を手がけた
武井武雄と初山滋、そして後に

工業デザイナーとなる秋岡芳夫
の３人。子どもの頃に読んだ絵
本や童謡の本の記憶が甦った。 
　このジャンルの絵画は「童画」
と呼ばれている。「童画」とは
子どもが描いた絵ではなく、大
人の画家が子どものために描い
た絵のことを指す。「童話」「童
謡」と同じ使い方だ。その「童
画」をジャンルとして確立した
のが武井武雄と初山滋だったと
いう。武井は「おやゆびひめ」
や「ながぐつをはいたねこ」な
ど、初山は宮沢賢治の「注文の
多い料理店」など、今の自分た
ちでも思い出せるような物語の
絵を描いており、この展覧会で
も見ることができた。 
　彼らは、それまでは物語に従
属する存在だった挿絵を書籍の
主役にする。絵本などの出版を
通じてイソップなどの童話を自
分の家で夢中になって楽しむ子
どもたちの姿を想像してみた。
テレビもなかった時代におそら
くは今ほど身近ではなかった異
国の世界をイメージした絵の
数々は、子どもたちにとってす
ごいインパクトを持っていたの
ではないだろうか。 
　さて、実際に展示室を歩いて
みる。初山滋の「水仙月の四日」
は、水彩の作品だった。絵本の
原画である。黒い背景の中央に、
反対を向いた白い象と薄紫の象
が上下に２頭並べて描かれてい
る。上の白い象の上を白い冠と
ドレスを身につけた少女が片足
を上げて滑り降り、薄紫の象の
左には赤い頭巾をかぶった少女
の姿がある。解説パネルに目を
向けると、「水仙月の四日」が
宮沢賢治の「注文の多い料理店」
に収められた話の一つであるこ
とが分かった。 
　人間の目には見えない「雪童
子」、「雪狼」と赤い頭巾を被っ
た少女のかかわりを描いたのが

「水仙月の四日」の話。最初は
いたずらをするものの、終盤で
は吹雪の中で少女を助ける雪童
子の優しさが描かれている。解
説を読んだ後、改めて作品を鑑
賞すると、白い冠の少女は雪童
子、赤い頭巾の少女が実は赤い
毛布を被っており、２頭の象は

実は象の形をした雪の丘だった
ことに気づいた。絵が実に不思
議な体験をさせてくれたのだ。 
　武井武雄の「ことりのしろ
ちゃん」は、原画のひとつひと
つに出版物に掲載されていた物
語の文がパネルで添えられてお
り、絵本のページをそのまま展
示したような構成となってい
た。会場では、読み聞かせなが
ら絵を見歩いていた親子に遭遇
した。「童画」ならではの展示
方法だろう。幼少の頃に読んだ
絵本を思い出し、かすかに懐か
しさがこみ上げてきた。 
　展覧会を企画した目黒区美術
館学芸員の佐川夕子さんになぜ
このような展示にしたのか聞く
と、「そのものを楽しんでもら
いたいと思った」という答えが
返ってきた。童画の多くは物語
を伴う。つまり原画であっても
物語と一緒に味わうことで、そ
の魅力を全身全霊で受け止める
ことができるのだ。佐川さん自
身、展示作品を１枚ずつ選ぶ過
程で、「物語が見えてきた」と
いう。 
 通常の物語とは別の視点で興
味深かったのが、武井の「てじ
な」という作品だ。手品をして
いる男の子を背後から捉えた構
図で、6 人の大人と 18 人の子
どもが座ってこちらを見つめて
いる。手品をしている子が、右
手でピンポン球のような玉を後
ろに隠して持っているのが印象
的だ。6 人の大人のまるで同じ
ような笑顔とは対照的に、子ど
もたちは首を傾げたり、目を見
開いて見つめていたり、隣の子
どもを小突き、話しかけたり
している。この作品は「子ど
も」と題された展示エリアに
あった。佐川さんは、「『子ど
も』に分類した作品は、その辺
りにいそうな子どもの一瞬を捉
えているものが描かれた作品を
選んだ」と言う。子どもはいつ
もおとなしくしているわけでは
なく、けんかをしたり、親の言
うことを聞かなかったりとわが
ままだ。童画にそんなリアリ
ティーを見ることができること
に気づかされ、はっとした。 
  会場の一角には「童画の国と

しょかん」という区画が設けら
れており、武井と初山が制作に
関わった絵本を実際に読むこと
ができた。ほぼ正方形の区画の
中央にテーブルと小さな座布団
があり、床には絨毯が敷かれて
いる。座布団に座って、武井武
雄の作品の一つ「ラムラム王」
を読み始めると、あっという間
に描かれた世界の中に引き込ま
れた。佐川さんによると、この

「童画の国としょかん」の設置
は、「当初は考えていなかった」
という。しかし、来場した人々
に童画をできるだけゆっくり楽
しんでもらいたいという自らの
思いや、関連書籍などを置いて
さらに作家たちのことを深く知
りたいという来場者の欲求に答
え、さらには親子連れが寝転ん
で絵本などの童画を楽しめるス
ペースを作ろうと考え直し、設
置したという。ここで読める絵
本は復刻版だが、今は入手でき
なくなっているオリジナルを、
童画が生まれた当時と同じスタ
イルで読めるのはとても有意義
だと感じた。

取材・文・撮影・レイアウト　
　　　　　　　　　= 椋田大揮  

「 童 画 の 国 か ら - 物 語 ・ 子 ど も ・ 夢 」 展

目 黒 区 美 術 館 、 2 0 1 6 年 7 月 1 6 日 ～

2 0 1 6 年 9 月 4 日  ( 終 了 し ま し た )  

武井武雄は「ラムラム王」などの作品で知

られる
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童画
ミロコマチコの絵本に見る「童画」の力 

　 あ る 日 、 書 店 で 、 ふ と 目 を と ら え た 本 が あ っ た 。 著 者 の 名 は ミ ロ コ マ チ コ 。 独 特 の 絵 の 具 の 塗 り 方 や 線 の 引 き 方 に 躍
動 感 を 感 じ る 絵 本 だ っ た 。 ミ ロ コ マ チ コ さ ん の 絵 本 を 通 し て 「 童 画 」 の 力 を 知 る 。

　時々足を向ける書店で、
ミロコマチコさんの本が目
をとらえたのは、この９月
のことだった。プロフィー
ルを見ると、1981 年に生ま
れ、2013 年 に 第 18 回 日 本
絵本大賞を受賞した絵本作
家だった。気になったので、
その後いくつか購入して読
んでみることにした。 
　まず始めに手に取ったの
は、『てつぞうはね』（ブロ
ンズ新社）だ。表紙には、
明るい黄色の背景に前足を
突き出し、首をかしげた白
い猫とともに、『てつぞうは
ね』という書名が朱色の文
字で書かれている。ページ
をめくると、著者のミロコ
マチコさんが飼っていた猫

「てつぞう」をめぐる話であ
ることがわかった。「てつぞ
うはね わたしのねこ しろ
くてふかふかのねこ すわる
とおにぎりみたい すっごく
でっかいおにぎり」という
言葉から始まり、「てつぞう」
の体重や行動や好物、春夏
秋冬折々の行動などさまざ
まなことが叙述されている。
多彩な線が織りなす躍動感
のある絵は、「てつぞう」に
命を吹き込んでいる。童画
は子ども向けに描いた絵だ
が、おざなりな描き方では
おそらく生命感が出ない。
だからこそ、絵の奥から情
感がにじみ出てくるのだろ
う。 

　特に印象に残ったのは、
「てつぞう」が誰もが恐れる
暴れ猫であることを紹介す
る場面。雑然と塗られた朱
色の背景に、灰色の線が画
面内いっぱいに回転するよ
うに描かれ、その中で「て
つぞう」が、目をかっと見
開き、周りを充血させ、牙
をむき出しにしながら真っ
赤な口を開け、尻尾をノコ
ギリのように尖らせながら
爪をひん剥き、威嚇する様
が見開きを埋めている。ペー
ジを開いたとき、思わずひ
るんでしまうとともに、猫
が威嚇する様子を絵の具の
色や塗り方、線の引き方に
よって巧みに表しているこ
とに感心した。分かっては
いたつもりだが、子ども向
けの本も捨てたものではな
いとの思いを新たにする。
絵本にこんな表現があった
のかとしみじみと思いなが
ら、別の本に目を向ける。 
  次に開いたのは、『つちた
ち』（学研プラス）という絵
本。描かれているのは、地
面を構成する土の粒子の一
粒一粒だ。「おはよう つち
たち」と太陽が土に言う場
面から始まる。太陽は草の
根にあいさつしながらその
湿り気にうっとりし、ミミ
ズのような「にゅるにゅる」
にかき回されるくすぐった
さに笑い、トカゲや恐竜が
土を踏みしめる「どんどこ

ダンス」に合わせて飛び跳
ねて踊り、巻き上げられな
がら歌を歌う…。さまざま
な生き物や自然現象に対し
て変化する土の様子が生き
生きと描かれている。読ん
で楽しさを感じるとともに、
普段から踏みしめている土
に対して、このような見方
があったのかと、目からう
ろこが落ちる思いを味わっ
た。絵のみを見返してみて
も、土の一粒一粒が表情豊
かに描かれている。 
　最後に読んだのは、『おれ
ときいろ』（WAVE 出版）。
自分のことを「おれ」と呼
ぶ紺色の猫の視点で描かれ
た作品だ。物語は「おれ」
の主観のもとで進行してい
く。ある日突然やって来た
小さな黄色の点「きいろ」
と葉の一枚も生えていない
木の上で出会った「おれ」は、
腕を伸ばし、木を駆け下り、
飛びつきながら、てんとう
虫やモグラ、稲や風など、
さまざまな生き物や植物に
変化する「きいろ」を捕ま
えようと奮闘する。さまざ
まに変化する「きいろ」を
捕まえようと駆け回る「お
れ」は無数の虫や草に変化
した「きいろ」を残らず捕
まえようとすると「ぐわお 
わお わおー」という吠え声
にひっくり返り、獅子や熊、
豹や昆虫の幼虫などさまざ
まな生き物に変化した「き

いろ」が洪水のように押し
寄せる光景を目にする。最
後に「きいろ」は無数の黄
色の点になり、最初に「おれ」
と出会った木で花のように
咲いた。無数の生き物となっ
た「きいろ」が洪水のよう
に押し寄せる光景は、黄色
と朱色が混ざり合い、まる
で黄金のようにまぶしく見
える。生きとし生けるもの
に宿る命のまぶしさを感じ
るとともに、「きいろ」が変
化した獅子や熊の迫力に圧
倒された。「きいろ」は大人
が考えると単なる色の名前
で抽象的な存在でしかない。
しかし子どもの感性は、理
屈に邪魔されずに、その「き
いろ」を物語の登場人物と
して認識するだろう。そし
て大人にも気づきを与えて
くれるのだ。やはり童画の
力はあなどれない。 
　文章が短い絵本という出
版物では、小説などの挿絵
とは違って絵が物語の空気
を作る。読者は絵が生んだ
世界の中を歩くことになる。
ミロコマチコさんの絵本は、
童画という子ども向けの絵
が実に豊かな内容を伝えて
くれることを教えてくれた。

取材・文・撮影・レイアウト
　＝椋田大揮

特集
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Column     飛び出した童画

　絵本は出版物として制作され
るのが普通だ。ビジュアル的な
要素は通常は絵、すなわち平面
で表現される。一方、絵を描い
ているクリエイターには、潜
在的な力を含めて、さまざまな
表現手法を持つ人がいる。いつ
もは紙に絵を描いている作家で
も、時に平面を超えた表現をし
ようと思うこともあるだろう。
近年、各地で開かれるように
なった芸術祭が、その可能性を
切り開いている。絵本作家が展
示に参加する例が増え、立体表
現をした作品がいくつも出てく
るようになったのだ。
　絵本作家として著名な田島征
三さんが新潟県の山あいで開か
れる「大地の芸術祭」に《鉢＆
田島征三 絵本と木の実の美術
館》という作品で参加したのは
2009 年（今年は 11 月 29 日まで

公開）。十日町市で廃校になっ
た真田小学校の校舎の複数の教
室を使って立体作品の展示をし
た。内容はまさに立体絵本とで
も呼ぶべきもの。海で集めたと
いう流木や木の実に絵の具を
塗ったものなどを材料にして、
実在した小学生をモデルにした
という子どもたちや動物をかた
どったオブジェが、いくつかの
教室の中を飛び跳ねるかのよう
に絵本の絵さながらに配置され
ている。展示を見て感じるのは、
童画の力である。子どもたちに
語りかけようという作者のエネ
ルギーが、空間に満ちているの
だ。
　2013 年の瀬戸内国際芸術祭で
は、田島さんは大島会場で立体
童画を展示した（11 月６日まで
開かれている今年の同芸術祭で
も見ることができる）。《青空水

族館》と題した廃屋利用の建物
の中に人魚姫がいたり、海賊が
いたり。子どものころに親しん
だ童画スタイルのキャラクター
は、大人の心の中にノスタル
ジーを呼び起こす。
　今年９月３日から 25 日まで
山形市で開かれた「みちのおく
の芸術祭　山形ビエンナーレ
2016」で芸術監督を務めたのは、
絵本作家の荒井良二さんだ。縦
が１メートル以上もある大きな
木製の本に作家のいしいしんじ
さんが書いた物語の表紙を、荒
井さんが描いた。動物のような
何かを描いた荒井さんならでは
の絵の具のタッチは、童画が大
画面の絵画として成長したもの
のように映る。
　そしてこの芸術祭では、左
ページの記事でも紹介した絵本
作家のミロコマチコさんが、ま

さに童画から飛び出して来たか
のような立体作品６点を展示し
た。ヘビやカモシカなどの動物
が屋台のような台車を引くなど
の場面を表したものだ。「物語」
を感じるこれらの作品は、昔話
に着想したものかと思いきや、
実は現代の話だった。ミロコマ
チコさんが EHON LABO. とい
うグループのメンバーと山形を
囲む山と町の際の地域で住人た
ちに動物との出会いについての
聞き書きを重ね、そのうちの６
つの話から着想を得た物語を創
作、さらに立体化したというの
だ。童画特有の訴求力がここに
はある。

取材・文・撮影・レイアウト
　　　　　　　　　＝小川敦生

①ミロコマチコ＋ EHON LABO.《あっちの目、こっちの目》展示風景（「みちのおくの芸術祭

山形ビエンナーレ 2016」より）　②③いしいしんじと荒井良二のコラボレーション作品展示風

景（「みちのおくの芸術祭　山形ビエンナーレ 2016」より）　④⑤田島征三《青空水族館》展

示風景（「瀬戸内国際芸術祭 2016」より）

①

② ③

④

⑤
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　「写真」というコンテンツは現
代人の生活と切り離すことはでき
ないもの、といっても何ら過言で
はないだろう。例えば新聞記事の
中に、電車の中吊り広告の中に、
街中で友達とピースサインと笑顔
を向けるスマートフォンの中に、
写真は現れる。"LIVING WITH 
PHOTOGRAPHY"、 つ ま り「 写
真とともに暮らす」といわれても、
そんなことは当たり前じゃない
か、と考えてしまいそうだ。しか
しながら、まさにその "LIVING 
WITH PHOTOGRAPHY" をテー
マに掲げる写真雑誌『IMA』が
提案する「写真との生活」は、た
だ単に新聞記事や思い出の一部と
してのそれと触れ合うように写
真に関わるということではない。

『IMA』が紹介する暮らしの相棒
は、アート・フォトなのである。
　『IMA』の発行に創刊準備のこ
ろから携わり、アート・フォトの
世界を凝視してきた上坂真人氏
は、一例として、上から俯瞰して
撮った大量の写真を切り貼りして
一つの作品にする西野壮平という
若い写真家の名を挙げた。日本で
はそれほど知られていないが、海
外ではとても人気があり、アート
フェアなどによく作品が出品され

ているという。荒木経惟や森山大
道はすでに世界でも、アート・フォ
トの大家だ。
　日本の写真にはこのように世界
に誇ることができるコンテンツ
があるとしながら、「（数年前に

『IMA』の創刊準備を始めたころ
のアート・マーケットには）本当
にコンテンツに投資をするような
メディアが少なく、また、ビジネ
ス論が介在することもなく抽象的
な方向に傾いてしまうことがしば
しばあった」と上坂氏は語る。そ
こで、アート・フォトという分野
で、「広い意味での健全なメディ
アを作り、健全なアート・マー
ケットを活性化させる」ことを
目的に、『IMA』創刊のプロジェ
クトは動き始める。そのために、

『IMA』はこれまでの雑誌にはな
い工夫をしている。まず、この雑
誌を手に取りページをめくるうち
に、その雑誌が光沢のある紙、マッ
トな質感の紙など、ページによっ
て異なる紙によって構成されてい
ることに気づくだろう。ある号で
は８種類もの紙を使ったという。
それはそれぞれの写真にふさわし
い紙で読者に見られるように雑誌
をデザインするという姿勢の表れ
である。そして雑誌はただアート・

フォトを中心にアートについて紹
介するだけではない。アート・フォ
トを購入する流れをわかりやすく
説明するコーナーを設けるなどし
て、読者にアート・フォトが買う
ことのできるものであることが分
かるように積極的に働きかけてい
るのだ。
　雑誌を超えた活動もしている。
2011 年から「アマナ・IMA・メディ
アプロジェクト LIVING WITH 
PHOTOGRAPHY」と題した、10
年かけて戦後日本の写真を鳥瞰す
るようにコレクションするプロ
ジェクトを始めた。創刊後には、

『IMA』の読者が気軽に作品に触
れ購入を検討できる場所として
の「IMA CONCEPT STORE@
ROPPONGI AXIS」をオープンし
た。さらに、こうして形作られた

「アート・フォト――メディア―
―人」という関係に加え、もとも
とはストックフォトの会社である
出版元のアマナの営業ネットワー
クを駆使して、さらに企業との結
びつきを作ろうとした。この関係
の中に企業を組み込むことで、企
業がアーティストを支援するよう
になる。下手をすると企業の営利
活動ともとることができ、そのバ
ランスを保つのが非常に難しいこ

とを認めながらも、上坂氏はあ
えて「アート×企業の素敵な関
係」を作ろうとしたという。その
試みは三越伊勢丹との「LIVING 
W I T H  P H O T O G R A P H Y @
新 宿 伊 勢 丹 」 や、 パ リ で 開
催 さ れ た PANASONIC と
の「PANASONIC × amana 
LUMIX MEETS JAPANESE 
PHOTOGRAPHERS」など、様々
な形で実を結んでいる。
　上坂氏は講演の中でたびたび
アート・フォトを「飾る」という
ことについて話していた。『IMA』
の美しい写真を見るだけではな
く、家の壁にアート・フォトを飾
る。それは人々が自ら「アート―
―メディア――人」の三者によ
る「素敵な関係」の中に飛び込ん
でいくことにほかならない。企
業、アーティスト、メディア、コ
ンシューマーが一体となって回す

「アート・マーケット」の循環。
その意義を考え、自らとアートと
の間柄について、ひょっとしたら
もっと親しくなれるのではないか
と思いを巡らすのも、素敵なこと
ではないだろうか。

取材・文・撮影 (*)・レイアウト
＝増田啓志

　『 I M A 』 と は 、" L I V I N G  W I T H  P H O T O G R A P H Y " を テ ー マ に 掲 げ な が ら 、様 々 な ア ー ト・フ ォ ト を 紹 介 す る だ け
で な く 、 ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 制 作 さ れ た 写 真 と 、 そ れ を 見 る 鑑 賞 者 と の い い 関 係 を 作 る こ と を 標 榜 す る 写 真 雑 誌 で あ
る 。 人 々 が 「 写 真 と と も に 暮 ら す 」 こ と が で き る 環 境 を 作 り 上 げ る た め に 、『 I M A 』 は 何 を し て き た の か 。 ９ 月 2 4 日 、
創 刊 準 備 の 段 階 か ら 現 在 ま で 『 I M A 』 の 中 心 を 担 っ て き た 上 坂 真 人 氏 が 、 本 学 で 特 別 講 義 を 行 っ た 。

講演中の上坂真人氏 (*)

『IMA』のバックナンバー

写真雑誌『IMA』の目指す「健全なアートマーケット」とは
上坂真人（アマナ　アートフォト事業部・執行役員）

（うえさか・まこと）　1957 年東京都生まれ。80 年早稲田大学
卒。80 ～ 84 年、朝日新聞社出版局（現・朝日新聞出版）。そ
の後、日経マグロウヒル社（現・日経 BP 社）、マガジンハウ
ス、日経コンデナスト（現・コンデナストジャパン）、アシェッ
ト婦人画報社（現・ハースト婦人画報社）を経て 2011 年から
アマナへ。「週刊朝日」（朝日新聞）、「ブルータス」（マガジン
ハウス）、「VOGUE」（コンデナスト）、「ELLE」（アシェット）
など多くの雑誌を担当したほか、「日経デザイン」（日経マグ
ロウヒル）、「CASA BRUTUS」（マガジンハウス）、「GQ」（日
経コンデナスト）などの雑誌では創刊に携わった。アマナが
2012 年に創刊した写真誌「IMA」ではプロデューサーを務め
ている。

TAMABI  REPORT
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　ドキュメンタリー映画を普段見
ないという人は多いだろう。ただ、
もし解剖学に興味があるのなら、
この『死体解剖医ヤーノシュ』は
ぜひ見てほしい。本物の死体を解
剖する一部始終がはっきりと映し
出されているのでその点だけは十
分注意して視聴したいが、ある死
体解剖医の日常を追ったこの作品
は同時に解剖学的資料としての一
面を持つ。何せ彼の仕事は人体を
解剖し隅々まで調べることだから
当然だ。
　この映画が制作された 1995 年
当時ならともかく、今時はイン

ターネットでこういった死体解剖
の動画を見ることは難しくない。
それでもこの作品を見ることをぜ
ひおすすめする。言うまでもなく、
インターネット上の映像は、品質
が保証されているわけではない。
一方、この映画ならば、カメラワー
クや映像の品質はバッチリだ。特
に優れているのは、効果音がしっ
かりしていることだろう。映画ゆ
えの演出の妙味というべきか、む
しろ映像以上に切迫した音響が無
比のリアリティーを生んでいる。
ある意味心地よくも聞こえるこの
音を頼りに、場面は粛々と展開す

る。この制作姿勢こそがこの映画
の最大の特徴であり、同時に唯一
の演出でもあるのだ。もともと、
ドキュメンタリー映画ならば内容
が重要であり演出は事実を誇張し
ないよう努めるべきだが、この映
画ではその点が実に巧妙に計算さ
れている。
　この映画が視聴者に問いかけて
いることは、明らかに命の存在に
ついてである。それゆえ、あえて
死体解剖を学問的な視点で見られ
るような場面などはあまり登場し
ない。そこにあるのは、抒情的で
漠然とした問いかけである。ヤー

ノシュ自身も、「どんな唯物論者
であっても魂の存在を信じるだろ
う」と言っている。確かにあのゴ
ム人形のように扱われる死体に生
命力を感じることはできない。作
品中ではしばしばカメラの急な切
り替えで生きた人間との対比をし
て、両者の違いをはっきりと描き
出している。かと思いきや、ゆっ
くりとしたカメラワークによる
まったく逆のやり方で視聴者を翻
弄することもある。この巧妙な技
には心底はっとさせられる。

　 も し 毎 朝 解 剖 室 で 死 体 と 向 き 合 う こ と が 日 常 だ っ た と し た ら … 。 こ の ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 に 登 場 す る 解 剖 医 ケ シ ェ
リ ュ ー ・ ヤ ー ノ シ ュ は そ の 一 人 で あ る 。 ネ ッ ト を 検 索 す れ ば 解 剖 の 様 子 を 簡 単 に 見 ら れ る 今 の 時 代 で も 、 こ の 作 品 に は
並 々 な ら ぬ 説 得 力 が あ る 。

ある死体解剖医の日常を追うドキュメンタリー

『死体解剖医ヤーノシュ』/DVD 発売：2002 年 / 監督：ロバート・エイドリアン・ペヨ / 出演：ケシェリュー・ヤーノシュ
/ 音楽：ポール・ウィンター / 販売元：アップリンク

文・イラスト＝槙山亮

∴ Whooops! 鑑賞記∴
　『死体解剖医ヤーノシュ』(DVD)



多摩美術大学芸術学科フィールドワーク設計ゼミ　発行[ 1 8 ]  W h o o o p s !  V o l . 1 4  /  2 0 1 6  A U T U M N



多 摩 美 術 大 学 芸 術 学 科 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 設 計 ゼ ミ 　 発 行 W h o o o p s !  V o l . 1 4  /  2 0 1 6  A U T U M N [ 1 9 ]

本誌主催　芸学ヴィジュアルコンテスト 2016 秋　結果発表！

大賞　該当なし

佳作　横山榛奈《何か見えそう》

　「Whooops!」誌初の試みとして、芸学ヴィジュ
アルコンテストを開催しました。ご応募ありがと
うございました。応募総数は１点でしたが、コン
テストを開いた甲斐のある作品をお寄せいただき
ました。今後も継続開催の可能性を探っていきた
いと思います。

【主催】

フィールドワーク設計ゼミ発行アート誌『Whooops!』

【応募資格】

・2016 年度、多摩美術大学芸術学科に在籍している学部生。

【作品形態】

・印刷媒体上での表現を前提にしたヴィジュアル作品。イラス

ト、写真（合成写真等も OK）、コンピューターグラフィクスな

ど技法は問わない。ポスターのように文字を組み合わせた作品

も可。ただし、たとえば油彩等で描いた場合も、原画ではなく

撮影またはスキャンしたもののプリントアウトが審査の対象と

なる。

【審査員】

・海老塚耕一教授、家村珠代教授、小川敦生教授

※そのほか詳細については、下記ウェブサイトをご覧ください。

http://www2.tamabi.ac.jp/geigaku/0725-contest2/

■審査員のことば

　どちらが上なのか分からない。脳内の混乱を呼ぶ。それがこの作品の妙味だ。世の中、上だ

と思っていたことが実は下だったりすることがある。見方を変えれば、解決につながる問題も

たくさんあるのでは？　そんなことを、横山さんの作品から教えられるような気がした。（小川）




